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研 究 分 野 イオンチャネルの構造と生理機能

研究キーワード イオンチャネル、酸化ストレス、膜電位

研 究 内 容 ○TRPチャネルの構造と生理機能（原著論文3, 4, 7, 9）
�TRPチャネルは、種々の生理活性物質により活性化され、環境変化を感知するセンサータンパク
質として働く。特に酸化感受性TRPチャネルについて、その生理学的意義について研究を展開し
ている。

○心筋イオンチャネルの翻訳後修飾と機能変化（原著論文1, 2, 6）
糖鎖修飾などの翻訳後修飾がチャネル活性にどう影響するかについて研究を行っている。

○DNAナノ構造体へのイオンチャネルの集積化（原著論文8）
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